
自治会の負担軽減に向けたアンケート

　　　　　　　　調査期間：令和５年６月２６日～７月１３日

　　　　　　　　調査対象：渋川市の全自治会

渋川市市民環境部市民協働推進課

調査結果



問１（１）　自治会長の年代

問１（２）　自治会長の職業

※全体では６５～６９歳が、次いで７０～７４歳が多かった。地区別に見ると赤城、北
橘に比較的若い世代が多い。逆に伊香保、渋川は高齢の自治会長が多い。

2人
2%

8人
8%

40人
38%37人

35%

14人
13%

4人
4%

全体

ア　５９歳以下 イ　６０～６４歳 ウ　６５～６９歳

エ　７０～７４歳 オ　７５～７９歳 カ　８０歳以上

※「無職」との回答は４割弱しか無く、残りの６割以上が何らかの職業を持ちながら自
治会長を務めていることになる。小規模で仕事を持っている自治会長が多い。
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30

40

10人

20人

3人

10人 11人

3人 5人

40人

3人

全体

ア　農業・林業・漁業 イ　自営業 ウ　自由業・専門職

エ　会社役員・団体役員 オ　会社員・団体職員 カ　公務員

キ　教員 ク　パート・内職 ケ　無職

コ　その他
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問１（３）　自治会長の選出方法

問１（４）　役員の年代

※全体では「推薦制」が６割近くを占めている。赤城、北橘に「その他」が多いが、そ
の内訳としては「選挙制」が多かった。

63件
59%

17件
16%

27件
25%

全体

ア　推薦制 イ　輪番制（当番制） ウ　その他

※６５～６９歳が、全体の半分近くを占めている。問１（１）自治会長の年代と比較す
ると、役員の年代の方が若くなっている。

11件
10%

14件
13%

51件
48%

23件
22%

7件
7%

全体

ア　５９歳以下 イ　６０～６４歳 ウ　６５～６９歳

エ　７０～７４歳 オ　７５～７９歳 カ　８０歳以上
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問１（５） 自治会役員の選出方法

※全体では「推薦制」が５割強を占めている。渋川に「その他」が多いが、その内訳と
しては「会長が指名する」などが挙げられていた。

59件
52%41件

36%

13件
12%

全体

ア 推薦制 イ 輪番制（当番制） ウ その他
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252869

（単位：件）

20 48 26 9

3649162

18 22 50 13

17363712

14 40 34 14

23313216

39 57 34

554748

31 51 12 9

9233732

23 55 16 6

15254022

24 44 27 6

4728197

53 34 10 6

問２　自治会活動を行っていく上での課題（まとめ）

自治会運営について

16　他の地域との連携が薄い

15　行事や会議をする場所が少ない

14　活動するための予算が不足している

13　活動を会員に伝えるＰＲが不足している

12　活動を行う上で情報が不足している

11　相談する相手がいない

10　実施内容が慣例化している

９　特定の人しか参加しない

８　会議、イベントなどの参加者が少ない

７　市役所への提出物が多い

６　世代間交流が難しい

５　新旧住民の交流が難しい

４　住民の関心が少ない

３　未加入世帯が多い

２　役員が高齢化している

１　役員のなり手が不足している

自治会の行事について　

自治会の活動について

①
そ
う
思
う

　
そ
う
思
う

②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

　
そ
う
思
わ
な
い

③
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

④
そ
う
思
わ
な
い
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13

17

9 23 44

52770

32 44 14 10

23253420

55 36 7 3

4103453

62 31 53

59 34 8

93953

27 40 24 9

6274623

36 43 16 7

8214725

13 26 45 18

3941169

4 7 44 50

2959115

5 14 45 40

155620

14 32 38 21

44301615

17 23 45 18

23462211

14 30 43

28

25432610

1

1

1

（単位：件）

8 34348

31 31 23 17

40 3124 10

問３　市から依頼されている業務に対して感じる必要性と負担感（まとめ①）

１　広報紙等の配布・回覧

14　市の事業に伴う地元調整

13　学校行事への参加

12　ごみステーションの管理

11　防災活動・防災訓練

10　地域要望のとりまとめ

９　選挙の立会

８　道路や公園の清掃

７　防犯灯の維持管理

６　防犯・交通安全活動

５　国勢調査等大規模調査の

４　会議、イベントなどへの出

３　各種委員の推薦、就任（民

２　募金・集金（赤十字活動資

　　金、共同募金など）

　　生委員、青少年推進委員な

　　ど）

　　席、参加者のとりまとめ

　　調査員の推薦

①
必
要
で
あ
る

　
必
要
で
あ
る

②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

　
必
要
な
い

③
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

④
必
要
な
い

④
負
担
を
感
じ
な
い

　
負
担
を
感
じ
な
い

③
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

　
負
担
で
あ
る

②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

①
負
担
で
あ
る

必要性 負担感

高 低 低 高
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100％

0％
0％ 50％ 100％

低い ← 必要性 → 高い

負担感が高い

負担感が低い

⇒「自治会が自らすべき業務」
　と感じている可能性

　と感じている可能性
⇒「やらされている業務」

ゾーン

ゾーン

必要性よりも

必要性よりも

低い

高い

↑

負担感

↓

50％

問３　市から依頼されている業務に対して感じる必要性と負担感
　　　（まとめ②）

⑤調査

⑥防犯

①広報配布

⑧清掃

⑦防犯灯

⑭地元調整

④会議出席
③各種委員

⑬学校
②募金

⑫ごみ

⑩要望

⑨選挙

⑪防災
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問４ 希望する市からの支援（３つまで回答可）

問５ 自治会活動の周知方法（複数選択可）

※情報の提供、行政とのパイプ役配置、金銭的支援の順に高い結果となった。この３項
目は、半数近くの自治会が希望している。
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40
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14件

50件

37件
32件

23件

45件

25件

47件

3件 4件

全体

ア（人材の育成） イ（情報の提供） ウ（運営や活動に対する助言）

エ（地域の各種団体と連携） オ（未加入者対策） カ（金銭的支援）

キ（各地区担当窓口の強化） ク（行政とのパイプ役配置） ケ（特に支援の必要はない）

コ（その他）

※総会・役員会、自治会独自の広報紙・回覧チラシの２つが多かった。次点で、他団体
の広報紙、掲示板が多い。SNSなどの電子媒体の使用は少なかった。
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20
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93件

31件

4件

78件

33件

11件
3件

全体

ア 総会・役員会 イ 掲示板
ウ ホームページ エ 自治会独自の広報紙・回覧チラシ
オ 他団体の広報紙 キ LINE等のSNS
キ その他
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問６ 広報紙の発行回数

問７ 広報紙等の配布物を各班に分ける体制

※全体では「１回がよい」が「２回がよい」を上回る結果となった。地区別で「１回」
が多かったのは、赤城（６４％）と北橘（６９％）だった。

44件
42%

60件
58%

全体

ア（２回がよい） イ（１回がよい）

※全体では「自治会長が分ける」と「自治会長・役員で分ける」が拮抗しているが、規
模別で見ると、小規模と大規模とで両者の比率が全く逆になっている。

46件
44%

40件
38%

4件
4%

15件
14%

全体

ア 自治会長が分ける イ 自治会長・役員で分ける

ウ 自治会長を除いた役員が分ける エ その他
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問８ 配布物の配布で大変な工程（複数選択可）

※全体では「仕分け」が多かった。地区別では、渋川で「人員の確保」、「運搬」が、
子持で「運搬」が多かった。「特に感じない」も意外と多かった。
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ア 人員の確保 イ 仕分け ウ 運搬 エ 特に感じない オ その他

- 9 -



- 1 -

自治会の負担軽減に向けたアンケート調査票

自治会活動を行っている中で、実際に負担になっていること等についてお聞かせく

ださい。

自治会名 自治会

回答者 役職 氏名

※アンケート回収件数：１０５件（全１０５自治会から提出いただきました）

※赤字は回答のあった件数（未記入等により合計が回収件数と一致しない場合あり）

問１ 自治会の概要について教えてください。（令和５年４月１日現在）

（１）自治会長の年代について、当てはまるものに１つ○をつけてください

２ア ５９歳以下 ８イ ６０～６４歳 ４０ウ ６５～６９歳

３７エ ７０～７４歳 １４オ ７５～７９歳 ４カ ８０歳以上

（２）自治会長は、現在、どのような職業に従事しておられますか

１０ア 農業・林業・漁業 ２０イ 自営業 ３ウ 自由業・専門職

１０エ 会社役員・団体役員 １１オ 会社員・団体職員 ３カ 公務員

０キ 教員 ５ク パート・内職 ４０ケ 無職

３コ その他（ ）

（３）自治会長の選出方法について当てはまるものに○をつけてください

６３ア 推薦制 １７イ 輪番制（当番制） ２７ウ その他（ ）

（４）役員の年代は何歳代が多いですか

１１ア ５９歳以下 １４イ ６０～６４歳 ５１ウ ６５～６９歳

２３エ ７０～７４歳 ７オ ７５～７９歳 ０カ ８０歳以上

（５）役員の選出方法について当てはまるものに○をつけてください

５９ア 推薦制 ４１イ 輪番制（当番制） １３ウ その他（ ）

（６）自治会の加入世帯数を教えてください

世帯
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問２ 自治会活動を行っていく上で、課題となっていることはどのようなことである

とお考えですか。

次の１～18 のそれぞれの項目について、最も近いものに１つ○をつけてください。

また、「18 その他」に該当する場合は、その内容を具体的にご記入ください。

①
そ
う
思
う

②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

③
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
う
思
わ
な
い

④
そ
う
思
わ
な
い

記
入
例

（例）１ 役員のなり手が不足している ○

記

入

欄

自治会運営について

１ 役員のなり手が不足している。 ６９ ２８ ５ ２

２ 役員が高齢化している ５３ ３４ １０ ６

３ 未加入世帯が多い ７ １９ ２８ ４７

４ 住民の関心が少ない ２４ ４４ ２７ ６

５ 新旧住民の交流が難しい ２２ ４０ ２５ １５

６ 世代間交流が難しい ２３ ５５ １６ ６

７ 市役所への提出物が多い ３２ ３７ ２３ ９

自治会の行事について

８ 会議、イベントなどの参加者が少ない ３１ ５１ １２ ９

９ 特定の人しか参加しない ４８ ４７ ５ ５

10 実施内容が慣例化している ３９ ５７ ３ ４

11 相談する相手がいない １６ ３２ ３１ ２３

自治会の活動について

12 活動を行う上で情報が不足している １４ ４０ ３４ １４

13 活動を会員に伝えるＰＲが不足している １２ ３７ ３６ １７

14 活動するための予算が不足している １８ ２２ ５０ １３

15 行事や会議をする場所が少ない ２ １６ ４９ ３６

16 他の地域との連携が薄い ２０ ４８ ２６ ９

17 その他
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問３ あなたは、市などから依頼されている業務に対してどのように感じています

か。

次の１～15 のそれぞれの業務に対しての「必要性」と「負担感」について、最

もお考えの近いものにそれぞれ１つ○をつけてください。また、「15 その他」

に該当する場合は、その内容を具体的にご記入ください。

必要性

市から依頼している

業務について

負担感

①
必
要
で
あ
る

②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

必
要
で
あ
る

③
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

必
要
な
い

④
必
要
な
い

④
負
担
感
を
感
じ
な
い

③
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

負
担
を
感
じ
な
い

②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

負
担
で
あ
る

①
負
担
で
あ
る

記
入
例

○

（例）

１ 広報紙等の配布・回覧 ○

記

入

欄

７０ ２７ ５ １ １ 広報紙等の配布・回覧 １３ ２６ ４５ １８

２５ ４７ ２１ ８ ２ 募金・集金（赤十字活動

資金、共同募金など）

９ １６ ４１ ３９

３６ ４３ １６ ７ ３ 各種委員の推薦、就任（民

生委員、青少年推進委員な

ど）

４ ７ ４４ ５０

２３ ４６ ２７ ６ ４ 会議、イベントなどへの

出席、参加者のとりまとめ

５ １１ ５９ ２９

２７ ４０ ２４ ９ ５ 国勢調査等大規模調査の

調査員の推薦

５ １４ ４５ ４０

５３ ３９ ９ １ ６ 防犯・交通安全活動 １３ ２０ ５６ １５

５９ ３４ ８ １ ７ 防犯灯の維持管理 ２４ ４０ ３１ １０

４８ ４３ ８ ３ ８ 道路や公園の清掃 １４ ３２ ３８ ２１

高 低 高低
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問４ 自治会活動を行う上で、市からどのような支援を希望しますか。最も当てはま

るものを３つまで選び、○をつけてください。

１４ア 人材の育成（研修・学習機会の提供等）

５０イ 情報の提供（先進的な活動事例、活動助成制度の紹介等）

３７ウ 運営や活動に対する助言（運営手引きの作成等）

３２エ 地域の各種団体と連携・協力体制づくりへの支援

２３オ 未加入者対策（転入者や未加入者への自治会加入促進、自治会活動の周知等）

４５カ 金銭的支援

２５キ 各地区担当窓口（市民協働推進課及び各行政センター）の強化

４７ク 行政とのパイプ役を担う各自治会担当職員の配置

３ケ 特に支援の必要はない

４コ その他 （ ）

記

入

欄

３１ ３１ ２３ １７ ９ 選挙の立会 １５ １６ ３０ ４４

６２ ３１ ５ ３ 10 地域要望のとりまとめ １７ ２３ ４５ １８

５３ ３４ １０ ４ 11 防災活動・防災訓練 １１ ２２ ４６ ２３

５５ ３６ ７ ３ 12 ごみステーションの管理 １４ ３０ ４３ １７

２０ ３４ ２５ ２３ 13 学校行事への参加 ９ ２３ ４４ ２８

３２ ４４ １４ １０ 14 市の事業に伴う地元調整 １０ ２６ ４３ ２５

15 その他

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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問５ 自治会活動の周知方法として当てはまるのものをすべて選び、○をつけてくだ

さい（複数可）

９３ア 総会・役員会

３１イ 掲示板

４ウ ホームページ

７８エ 自治会独自の広報紙・回覧チラシ

３３オ 他団体の広報紙（公民館だより等）

１１カ ＬＩＮＥ等のＳＮＳ

３キ その他 （ ）

～～ ここからは広報しぶかわとその配布作業についてお聞かせください ～～

問６ 広報紙の発行回数について、下記の注意事項を確認の上、次のア、イのいずれ

かに○をつけてください。

４４ア 月２回がよい ６０イ 月１回がよい

問７ 広報紙を含めた配布物をどのような体制で各班に分けていますか、当てはまる

ものに１つ○をつけてください。

４６ア 自治会長が一人で分けて、各班へ配布している。

４０イ 自治会長を含めた役員で分けて、各班へ配布している。

４ウ 自治会長を除いた役員で分けて、各班へ配布している。

１５エ その他（ ）

注意事項

① 発行回数についてのものであり、必ずしも回覧物等の配布回数の削減

につながるとは限りません。

② 月１回にすることにより、編集に多くの時間をかけることができるた

め、内容の濃い広報紙となる可能性があります。

③ 月１回にすることにより、１回のページ数が多くなります。

④ 月２回から月１回に減ることで、適時に情報を載せることが難しくな

ります。
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問８ 広報紙を含めた配布物について、どの工程が大変ですか、当てはまるのものを

すべて選び、○をつけてください（複数可）

１０ア 配布物の仕分けの人員の確保

５９イ 配布物の仕分け

２０ウ 配布物の運搬

３３エ 特に大変だと感じていない

６オ その他（ ）

問９ その他、意見などがございましたら、次の回答欄にご自由にお書きください。

また、貴自治会で好事例がありましたら是非お聞かせください。

例）・古い集合住宅の加入に成功した。

・役員の担い手を増やすことができた。

・活動の参加者を増やすことができた。

ご協力ありがとうございました。同封の返信用封筒でご返送ください。

市民協働推進課自治活動支援係

（回答欄）

主な意見

・月２回の広報紙の配布が負担である

・回覧物が多く仕分けが負担である。

・働きながら自治会業務をしており、書類の作成や開庁時間内の提出が困難

である。

・各委員について単位自治会からの選出を見直して欲しい。

・なぜ、会議の開催時間が昼間開催なのか。

・自治会が学校行事へ参加する必要性を検討してもらいたい。
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